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複雑性 尿路感染症 に対す るCefotaximeの 臨床的評価

藤 村 宣 夫 ・湯 浅 正 明 ・黒 川 一 男

徳島大学泌尿器科

(主任:黒 川一男教授)

新 しい半合成セ ファロスポ リン剤で あるCefot餅imeを 泌尿器科領域 の複雑性尿路感染 症27例 に1日

2gま たは4gを 筋注,one shot静 注,点 滴静注のいずれかの方法で5日 闇投与 し,次 の結果を得た。

1) 27例 中,著 効9例,有 効13例,無 効5例 で81.5%の 有効率を得 た。なお疾息群別有効率は膀胱

炎90.9%,腎 孟 腎炎76、9%,前 立腺床炎6底7%で あった。

2) 細菌学 的効果 は投与前 に分離 された35株 中,陰 性化22株(62.9%),減 少4株(1L4%),不 変

株(17.1%),菌 交代3株(8.6%)で あった。

3) 副作用は筋注群10例 中,4例 が局所 の一過性 の痛みを訴えたが投与を中止するまで には至 らず,

血液生化学検査においても異常 はみ られなか った。

ドイ ツヘキ ス ト社 と フラ ンス ル セル 社 の共 同 で 開 発 さ

れたCefotaxime(HR756,CTX)は 従 来 のセ フ ァ ロ

スポリン系抗 生剤 に比 べ て は るか に 強 力 な抗 菌 力 を 有

し,抗 菌 スペ ク トラ ム も イ ン ドー ル 陽 性Preteus,Ser-

ratia marcescens,Enterobacterさ らにPseudemo-

nas aelnginosaに まで 及 ぶ とい う画 期的 な新 しい半 合

成セ ファ ロスポ リ ン剤 で あ る1)。

Fig. 1 Chemical structure of- cefotaxime

また,基 礎的研究 によって毒性 も他のセ ファロスポ リ

ン剤と同様に弱 く,安 全性が確認 されてお り,既 存 の合

成ペニシリ ン,セ ラ ァロスポ リン耐性菌の出現頻度が高

い複雑性尿路感染症 に対 して も期待が もたれている。

このたび,わ れわれ も本剤 の提供を受け,泌 尿器科領

域の複雑性尿路感染症 に使用す る機会を得たので,そ の

成績を報告する。

I. 対 象および投与法

対象は昭和53年8月 か ら昭和54年1月 にか けて徳島

大学泌尿器科 に入 院 していた尿 路感染症患者で,全 例尿

路に有 して いる基礎 疾患に対 する手術前 または手術後の

複雑性尿路感染症27例 である。

性別は男16例,女11例 で年齢 は39歳 か ら85歳(平

均55歳)に 分布 し,疾 患の内訳は慢性複雑性膀胱炎11

例,慢 性複雑性腎孟 腎炎13例,前 立腺床炎(前 立腺肥

大症術後)3例 であ る。

投与法 は筋注例は1回19(注 射 用蒸留水4mlに 溶解)

を朝夕2回,静 注例は1回19(生 理食塩液 または20%

糖液20mlに 溶解)を 朝夕2回,点 滴例 は1回1gま た

は29(5%糖 液 または電解質液200mlか ら500mlに

溶解)を 朝夕2回 投与 し,投与 日数 は全例5日間 とした。

II. 効 果 判 定 碁 準

臨床効果は細菌尿,膿 尿の推移によりUTI薬 効評価

基準2)に従 って著効,有 効,無 効の3段 階に判定 した。

III. 臨 床 成 績

慢性複雑性膀胱炎(Table1):11例 中,著 効5例,有

効5例,無 効1例 で有効率は90.9%で あ った。基 礎疾

患の内訳は前立腺肥大症術前が4例(う ち2例 は留置カ

テーテル者),神 経因性膀胱3例,膀 胱腫瘍2例,1尿 道

狭窄1例,腎 孟腫瘍1例 で,手 術前 は9例,手 術後は2

例(膀 胱腫癌:経 尿道的電気焼灼術,腎 孟腫癌:右 腎尿

管全摘出術兼膀胱部分切除術)で あった。

無効の1例(症 例5)は 脊 損による神経因性膀胱を有

す る患者でProteus rettgeriとKlebsiella pneumo-

niaeの 混合感染例でCTX使 用前 に投与 されて い た

DKBに も無 効の症例であ った。

慢性 複雑性 腎孟腎炎(Table 2):13例 中,著 効4例,

有効6例,無 効3例 で有効率は76.9%で あ った。

基礎疾患の内訳 は上部尿路結石症の手術前あ るいは手

術後が9例 と最 も多 く,膀 胱腫瘍 の手術前 あるいは手術

後が3例,水 腎症が1例 で,無 効の3例 のうち2例(症

例15,16)は 留置 カテー テル症例であ り,残 り の1例

(症例24)1は 両側上部尿路に尿流障害 のみられ るいわゆ

る難治性尿路感染症 の範疇に属す る症例 であった。

前立 腺術後感染症:前 立腺床炎(Table 3):前 立腺摘

出術後(カ テーテル抜去後)の 前立腺床炎3例 では有効

2例,無 効1例 で あった。
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Table 4 Clinical results of cefotaxime in complicated urinary tract infection

Table 5 Clinical results of cefotaxime classified by route of administration

Table 6 Bacterilogical results 35 strains

以上 膀胱炎,腎 孟 腎炎,前 立腺床炎の臨床成績 をま

とめると27例 中,著 効9例(33.3%),有 効13例(48.2

%),無 効5例(18.5%)で 有 効 率 は81.5%で あ っ

た(Table4)。 また投与法別 の有効率 は筋 注 群70%,

one shot静 注群87.5%,点 滴群88.9%で あ った(Table

5)。

IV .細 菌学 的効果(Table 6)

OTX投 与前に分離 された35株 の消長 は陰性化22株

(629%),減 少4株(11.4%),不 変6株(17.1%),

菌 交 代3株(8.6%:Serratia marcescens,Escherichia

celi,Proteus merganii)で あ っ た 。

菌 種 別 に み る とSerratia marcescensは12株 中,陰

性 化9,不 変2,菌 交 代1(Pseudomonas aeruginosa)

Escherichia coliは5株 中,陰 性 化3,減 少1,菌 交 代

1(Enterobacter cleacae),Enterobacterの4株 は す

べて 陰 性 化 し,Klebsiella Pneumoniaeの3株 は陰 性 化

1,減 少1,不 変1,Pseudomenas aeruginosaの3

株 は減 少2,不 変1,Proteus rettgeriの2株 は陰 性 化

し,boteus morganiiの2株 は陰 性 化 と菌 交 代(Pse-

udomonas aeruginosa),Proteus vulgaris,Proteus

mirabilisの 各 々1株 は 陰性 化 し,Pseudononas putida,

Streptococcus faecalisの 各 々1株 は と も に不 変 で あ っ
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Table 7 Laboratory findings and after administration of cefotaxime

b: before a: after

た。

V. 副 作 用

筋注の4例 に注射部位(啓 部)の 一過性 の強 い痛みを

訴 えたが投与を中止す るには至 らなか った。投与前後の

血液 化学検査では本剤 の影響 と思われ る異常変動 は1例

も認 められなか った(Table7)。

VI. 考 察

入院 中の複雑性尿路 感染症患者か ら高頻度 に分離 され

る Pseudomonas aeruginosa, Serratia marcescens,

Proteus sp., Enterobacter sp. などは単独で分離され

ることは少 な く,大 半は混合感染の主要菌である。

したがって,複 雑性 尿路感染症の化学療法に際 して,

これ らの混合感染菌のなかか ら起炎菌を適確に区別す る

ことが困難である場合には抗 菌スペク トラムの広い抗生

剤を選択 しなければならない。

しか し, Pstudornonas aeruginosa, Serratia ma-

rcescens,イ ン ドール陽性Proteusな どが主役を演じて

いる可能性がある場合 には既存の合成 ペニシ リンやセフ

ァロスポ リン剤では抗 しきれずア ミノ配糖体系抗生剤に

頼 らざるを得なか ったため,毒 性 が低 く,安 全 性 の高

い,し か も抗菌力の点 からも安心 して使用できる抗生剤

の開発が待 ち望まれていた。

本剤 は前述の要求を充分 に満 しうる可能性を持ち,し

かも,筋 注,one shot静 注,点 滴静注と幅広い投与法が

で きることか ら泌尿器科領域 の各種複雑性尿路感染症に

対 して種 々の投与法を試み有用性 と安全性を検討した。

まず,疾 患別にみ ると慢性複雑性膀胱 炎 で は90.9%

の有 効率が得 られ,慢 性複雑性 腎孟腎 炎 の76.9%,前
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立腺床炎の66.7%を 併せても81.5%と 従来 のセ ファ

ロスポ リン剤では考えられ ない よ う な 高い有効率が得

られた。 投与法別有効率は 筋注群70%,one shot静

注群87.5%,点 滴群88.9%で,筋 注群が同畳投与の

one shot静 注群に比べてやや劣 っているかにみえるが,

著効例は筋注群の方が多 く,除 菌効果の点か らみても本

剤の筋注投与の有用性が 充分 にうかがわれた。

投与量別では27例 中,1回2g投 与23例,1日4g投

与4例 で,両 者 に症例数 の差があ るためdoseresponse

は検討できなか ったが,1日29投 与の23例 に ついて

みると著効7例,有 効12例,無 効4例 で82.6%の 有効

率を示 し,泌 尿器科領域の複雑性尿路感染症で も1M2

9投与で満足すべき効果が期待で きると推察され る。

細菌学的効果はSerratia marcercescensは12株 中,

陰性化9,不 変2,菌 交代1,Protegts sp.は6株 中,

陰性化5,菌 交代1で 両者 の陰性化率は77.8%で あ う

たがPseudomonas aeruginesaで は3株 中陰性化 した

ものはなく,減 少2,不 変1で 前2者 に比べ ると不満足

な結果 しか得 られ なか った。

Pseudomenas aeruginosaが 分離 された3症 例の う

ち2例 がSerrcticu marcescensと の混合感染で宿主側

の状態が比較的不良であ った に し て もPseudomonas

aeruesginesa感 染症に対 して は1日49～69のdoseup

が必要ではないかと考え られる。

副作用については筋注群の4例 が周所 の一過性の疼痛

を訴えたが投 与の続行を拒否す るほどのものではなか っ

た。今回は19を 注射用蒸留水4mlに 溶解 して使用 し

たが,必 要に応 じて塩酸 リドカイン液などの使用によっ

て解消され る問題 であろう。

また,血 液生化学的検 査で もわれわれの症例で は憂慮

すべ きものは全 く認あ られ なか った。

おわ りに,複 雑性尿路感染症27例 にCTXを 投与 し

81.5%の 高い有効率が得 られ
,安 全性 において も特 記

すべき症例を経験 しなかったことは,泌 尿器科領域 にお

ける本剤 の有用性と安全性を実証す るに充分 な結果であ

ったと考え る。
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Cefotaxime (HR 756, CTX) was administrated to 27 in-patients with complicated urinary tract
infections at the Department of Urology of Tokushima Universit

y Hospital.
A daily dose of 2 g or A g was given intramuscularly to 10 cases and intravenously to 17 cases for

5 days.

1) Clinical results were obtained as follows : excellent in 9 (33 .3%), good in 13 (48 .2%) and poor
in 5 (18.5%).

2) Bacteriological outcome was eradicated in 22 (62 .9%), decreased in 4 (11 .4%), unchanged in 6
(17.1%) and replaced by a new strain in 3 (8.6%) out of 35 strains isolated .

 3) No side effects were observed except 4 cases complaining of t ransient local pain at the site of
intramuscular injection .


